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と窒素の透過係数比 CO2/N2は 11～16 であったが、イオン液体の特性を付与した新規アセチレンポリマ
ー膜の CO2/N2は 33～44 まで向上した。この結果より、ポリマー膜へのイミダゾール付加が二酸化炭素
分離能の向上に大きな効果があると実証できた。 































































































後のポリマー膜の IR スペクトルを図 3に示す。反
応後の IR スペクトルには、いずれのポリマー膜に
















図 3．反応前後の IR スペクトル 
 
・ポリマー膜の二酸化炭素透過性 
 図 4 にポリマー膜の二酸化炭素透過係数と二酸
化炭素/窒素の透過係数比をプロットした。反応前
のアセチレンポリマー膜の二酸化炭素と窒素の透













・伊藤飛生馬, 阪口壽一, 橋本保, 「イミダゾリウ
ム塩含有ポリ（ジフェ二ルアセチレン）類の合成
およびその気体透過性」, 第 61 回高分子学会年
次大会, 2012 年 5 月 29 日, 横浜 










 収率 Mn Mw/Mn
モノマー1 69 404,000 2.41 
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